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東京都食品安全情報評価委員会報告後の都の対応 

 

 平成１６年 7 月９日に開催の東京都食品安全情報評価委員会で都が受けた報告については、全

文及び概要版をホームページに掲載するとともに、次のような対応（予定を含む）を行った。 

 

１ 食品安全に関するリスクコミュニケーションの事例検討 

   ～国が公表した「水銀を含有する魚介類等の摂食に関する注意事項」について～ 

 ○ 今後、今回のような事例等を扱う際の参考とするよう関係機関等に報告書を配付した（合

計４５０部）。 

   ＜主な配付先＞ 

    ・都の食品衛生関連の施設（保健所など実際に都民等に接する窓口） 

    ・区市町村の食品衛生関連の施設（保健所など実際に都民等に接する窓口、母子保健を

担当している窓口を含む。） 

    ・消費者団体 

    ・食品安全推進調整会議の委員（都庁内の食品安全関連局） 

 

２ カンピロバクター食中毒の発生を低減させるために～正しい理解でおいしく食べる～ 

○ 東京都ホームページに、報告書に示されたＱ＆Ａを活用したホームページを掲載した。 

○ 厚生労働省に対し、カンピロバクター食中毒低減に向けた要望書を送付した。 

＜要望内容＞ 

・食材の衛生情報を適切に把握できるカンピロバクター検査法の開発と普及 

・養鶏場及び食鳥処理場におけるカンピロバクター汚染実態の把握及び汚染防止策の推

進 

○ 関係機関等に報告書を配付した（合計４５０部）。 

＜主な配付先＞ 

・テレビ局、新聞社、雑誌社の家庭欄担当 

    ・都の食品衛生関連の施設（保健所など実際に都民等に接する窓口） 

    ・区市町村の食品衛生関連の施設（保健所など実際に都民等に接する窓口） 

    ・消費者団体 

    ・食品安全推進調整会議の委員（都庁内の食品安全関連局） 

○ 都民、事業者を対象としたパンフレットをそれぞれ作成し、報告書配布先の他、学校関係

者へ配布（予定） 

○ 都民、事業者を対象とした講習会資料をそれぞれ作成し、都主催の講習会等で活用（予定） 

○ （社）東京都食品衛生協会委託事業の一環として、カンピロバクター食中毒に関するビデ

オを製作（予定） 

○ 東京都提供番組「東京サイト（テレビ朝日）」で、主婦層向けのプログラムを放映（１０

月予定）
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16 健安安第 519 号 
平成 16年８月 16日 

 厚生労働省医薬食品局食品安全部監視安全課長 殿 
 
 
                           東京都福祉保健局健康安全室長 
                                  中 井  昌 利 
 
 

カンピロバクター食中毒の発生を低減させるための施策の推進について（要望） 
 
 
 日ごろから、東京都の食品衛生行政に御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 
 東京都では、東京都食品安全条例に基づき、食品等の安全性に関する情報について調査を行い、その

結果を知事に報告する「東京都食品安全情報評価委員会（以下「評価委員会」とする。）」を設置してお

ります。 
 平成 16年 7月 9日に開催された評価委員会において、別添のとおり「カンピロバクター食中毒の発
生を低減させるために～正しい理解でおいしく食べる～」について、報告がありました。 
 この報告書は、現時点で最も現実的かつ効果的なカンピロバクター食中毒対策として、感染を引き起

こさない安全な鶏肉の食べ方及び取扱い方法の周知をあげ、リスクコミュニケーションを積極的に活用

してカンピロバクター食中毒の低減を図ろうとする、食の安全確保への新たな方向性を示したものと受

けとめております。 
 この報告に基づき、今後、都としての対策に取り組んでまいりますが、一方で、鶏肉のカンピロバク

ター汚染の制御に不可欠である養鶏場や食鳥処理場での対策については、都単独での対応は難しい現実

があります。 
 つきましては、下記について、国においても取組みをお願いしたく、要望いたします。 
 

記 
 
１ 食材の衛生情報を適切に把握できるカンピロバクター検査法の開発と普及 
カンピロバクターは少量菌量で発症することから、食中毒防止の観点から的確に食品の衛生状態を

評価することが必要です。 
しかし、カンピロバクターの陽性率は検査法により差が見られ、感度の高い検査法で検査したとこ

ろ、鶏肉からカンピロバクターが高率に検出されるなど、これまでの検査方法ではカンピロバクター

の汚染状況を正確に評価することは難しいのが現状です。 
このため、国による、従来よりも感度の高い検査法の確立及び標準化に向けた取組を要望します。 

 
２ 養鶏場及び食鳥処理場におけるカンピロバクター汚染実態の把握及び汚染防止策の推進 
カンピロバクター食中毒を減少させるためには、養鶏場及び食鳥処理場における鶏肉の汚染を防ぐ

方策をとる必要がありますが、都内で消費される鶏肉は、ほとんどが都外で生産されたものであり、

都では対応が難しい状況にあります。 
このため、国内の養鶏場や食鳥処理場における鶏や鶏肉の汚染実態等を踏まえた総合的なカンピロ

バクターの汚染防止対策について、国における対応を要望します。 
 
 

 

 

問い合わせ先 
東京都福祉保健局健康安全室健康安全課 

（担当：古田・栗田） 
電話 ０３－５３２０－４５０７ 
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